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カメラ

アングル秋季地区別懇談会 開催

白 糠 地 区

鶴居・幌呂地区

音 別 地 区

平
成
二
十
四
年
度
秋
季
地
区
別
懇

談
会
が
、
十
月
二
十
二
～
二
十
四
日
の

三
日
間
、
音
別
、
白
糠
、
幌
呂
の
三
会

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

農
作
業
な
ど
で
御
多
忙
の
中
、
三
日

間
で
合
計
三
十
三
名
の
組
合
員
の
方
々

に
出
席
頂
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
改
め
て

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

懇
談
会
で
は
、
最
近
の
酪
農
・
畜
産

情
勢
、
下
期
更
正
計
画
な
ど
に
つ
い
て

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
出

席
し
た
組
合
員
の
方
々
か
ら
は
、
経
営

に
関
す
る
支
援
体
制
や
今
後
の
酪
農
経

営
安
定
に
向
け
た
取
り
組
み
、
後
継
者

対
策
、
乳
牛
の
飼
養
管
理
に
対
す
る
問

題
、
各
部
門
の
事
業
運
営
関
係
な
ど
に

つ
い
て
の
意
見
、
要
望
が
多
数
出
さ
れ

ま
し
た
。

今
回
、
出
さ
れ
た
意
見
、
要
望
は
集

約
し
、
理
事
会
に
お
い
て
今
後
の
対
応

な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

1



青年部・女性部合同「根釧牛乳」をＰＲ!!

十
月
二
十
日
、
イ
オ
ン
釧
路
昭
和

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
「
ジ
ャ
ス

コ
」
で
は
、
Ｊ
Ａ
く
し
ろ
丹
頂
青
年

部
・
女
性
部
の
合
同
に
よ
る
、
牛
乳

消
費
拡
大
運
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

両
部
員
十
九
名
に
よ
り
、
店
内
に

設
け
ら
れ
た
特
設
売
り
場
で
、「
根

釧
牛
乳
」
と
根
釧
牛
乳
に
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
黒
酢
を
混
ぜ
た
「
コ
ツ
コ
ツ
ミ

ル
ク
」
を
、
約
千
杯
分
無
料
配
布
し

ま
し
た
。

立
ち
寄
っ
て
く
れ
た
お
客
様
に
対

し
、
私
達
が
生
産
し
て
い
る
牛
乳
で

あ
る
事
、
根
釧
牛
乳
の
特
徴
、
牛
乳

に
酢
を
加
え
る
こ
と
で
カ
ル
シ
ウ
ム

の
吸
収
を
助
け
る
効
果
な
ど
を
丁
寧

に
説
明
し
、
「
飲
み
や
す
く
て
美
味

し
い
」
と
い
う
声
も
聞
か
れ
、
反
応

は
上
々
で
し
た
。

菱
沼
和
也
青
年
部
長
は
、「
自
分

達
が
生
産
し
た
地
元
の
牛
乳
を
も
っ

と
飲
ん
で
頂
き
た
い
。
そ
し
て
消
費

者
と
生
産
者
と
の
つ
な
が
り
を
今
後

も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
。
」
ま
た
、

峯
田
弘
子
女
性
部
長
は
、
「
コ
ツ
コ

ツ
ミ
ル
ク
は
カ
ル
シ
ウ
ム
吸
収
率
が

約
50
％
ア
ッ
プ
し
、
骨
粗
し
ょ
う
症

の
予
防
に
も
効
果
的
で
す
。
健
康
志

向
の
お
客
様
も
多
く
、
牛
乳
と
健
康

を
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。
」

と
意
気
込
み
を
聞
か
せ
て
頂
き
ま
し

た
。こ

の
日
「
根
釧
牛
乳
」
の
売
上
げ

は
、
通
常
の
土
曜
日
に
対
し
約
三
倍

と
な
り
、
Ｐ
Ｒ
し
た
効
果
が
表
れ
ま

し
た
。

根釧牛乳のおいしさ・飲みやすさをアピール!!
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横浜市立南高校 酪農体験ファームステイ

搾 乳 体 験（音別） 搾 乳 体 験（鶴居）

哺 乳 体 験 （幌呂） 搾 乳 体 験（白糠）

十
月
四
～
六
日
（
三
日
間
）、
横
浜

市
立
南
高
校
の
修
学
旅
行
生
３
２
１
名

が
、
管
内
の
受
入
農
家
１
５
１
戸
へ
フ

ァ
ー
ム
ス
テ
イ
に
入
り
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
に
は
、
生
徒
79
名
（
男
子
33

名
、
女
子
46
名
）
が
４
地
区
（
鶴
居
、

幌
呂
・
白
糠
・
音
別
）
37
戸
の
受
入
農

家
に
入
り
、
普
段
農
場
で
行
な
わ
れ
て

い
る
搾
乳
・
哺
育
・
給
餌
な
ど
様
々
な

農
作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
農
場
で
は
、
生
徒
達
が
普
段
体
験
し

た
こ
と
の
な
い
作
業
に
戸
惑
う
場
面
も

あ
り
ま
し
た
が
、
組
合
員
皆
さ
ん
の
熱

心
な
指
導
に
、
次
第
に
慣
れ
て
い
く
様

子
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
鶴
居
・
幌
呂
地
区
、
白

糠
・
音
別
地
区
に
分
か
れ
、
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
、
バ
タ
ー
、
ピ
ザ
作
り
や
乗
馬

体
験
な
ど
を
行
な
い
、
短
い
期
間
で
は

あ
り
ま
し
た
が
受
入
農
家
と
生
徒
達
に

は
、　

貴
重
な
経
験
と
大
切
な
思
い
出

と
な
り
、
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
は
無
事
終

了
致
し
ま
し
た
。　
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十
月
七
日
、
セ
イ
コ
ー
マ
ー

ト
幌
呂
店
駐
車
場
で
、
Ｊ
Ａ
女

性
部
幌
呂
支
部
は
野
菜
即
売
会

「
も
ぎ
た
て
市
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

こ
の
野
菜
即
売
会
は
年
一
回

開
催
さ
れ
、
部
員
達
が
ま
ご
こ

ろ
込
め
て
作
り
上
げ
た
自
家
産

野
菜
を
格
安
で
販
売
し
て
お
り

ま
す
。
店
頭
に
、
ピ
ー
マ
ン
、

な
す
、
大
根
、
パ
プ
リ
カ
、
山

ワ
サ
ビ
な
ど
様
々
な
野
菜
が
並

び
、
午
前
十
時
か
ら
販
売
が
始

ま
る
と
、
地
元
の
方
々
や
、
通

り
す
が
り
の
多
く
の
お
客
様
で

賑
わ
い
ま
し
た
。
吉
田
鈴
子
支

部
長
は
、
「
今
年
の
野
菜
は
、

種
類
に
よ
っ
て
良
し
悪
し
は
あ

り
ま
す
が
、
お
客
様
の
反
応
も

ま
ず
ま
ず
良
い
で
す
。
毎
年
こ

の
野
菜
の
販
売
を
楽
し
み
に
し

て
来
て
く
れ
る
お
客
様
も
い
る

の
で
、
来
年
も
ま
た
頑
張
ま

す
。」
と
述
べ
、
も
ぎ
た
て
市

は
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し

た
。

十
月
十
二
日
、
鶴
居
村
球
技

場
で
、
Ｊ
Ａ
釧
路
地
区
青
年
部

協
議
会
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
交
流
会
は
、
釧
路
管
内

の
Ｊ
Ａ
青
年
部
員
が
一
同
に
会

し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
交
流

に
よ
り
、
Ｊ
Ａ
青
年
組
織
の
結

束
と
活
動
の
促
進
を
は
か
る
目

的
で
、
管
内
６
Ｊ
Ａ
か
ら
合
計

60
名
、
う
ち
当
Ｊ
Ａ
は
22
名
が

参
加
し
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

及
び
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
大
会

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
は
、
各

単
組
混
合
４
チ
ー
ム
で
試
合
が

行
な
わ
れ
、
白
球
を
追
い
か
け

な
が
ら
一
喜
一
憂
し
、
大
変
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
ア
ー
ム
レ

ス
リ
ン
グ
大
会
は
会
場
を
移
し
、

各
単
組
の
代
表
者
６
名
で
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
大
会
終
了
後
に
は

懇
親
会
が
行
な
わ
れ
、
焼
肉
を

囲
み
つ
つ
部
員
同
士
の
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

「もぎたて市」で野菜販売・女性部幌呂支部

釧路地区青年部スポーツ交流会

店頭に並ぶ新鮮野菜の数々

熱戦が繰り広げられたアームレスリング大会 ソフトボール大会で一喜一憂！
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女性部フレッシュミズ部会 交流会を実施

第5回 釧路丹頂農協酪農振興会パークゴルフ大会

昼食及び情報交換の様子ミニバレーで交流！

各チームとも好プレー続出!!

十
月
四
日
、
白
糠
町
旧

河
原
小
中
学
校
体
育
館
で
、

女
性
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

部
会
に
よ
る
ミ
ニ
バ
レ
ー

交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。各

支
部
か
ら
会
員
９
名

が
参
加
し
、
和
気
あ
い
あ

い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
、

ミ
ニ
バ
レ
ー
で
心
地
よ
い

汗
を
流
し
ま
し
た
。
ミ
ニ

バ
レ
ー
終
了
後
は
、
場
所

を
移
動
し
、
昼
食
を
と
り

な
が
ら
懇
親
を
深
め
ま
し

た
。

十
月
十
六
日
、
鶴
居
村
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
で
、
第
５
回
釧
路
丹
頂

農
協
酪
農
振
興
会
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

４
地
区
（
鶴
居
・
幌
呂
・
白
糠
・

音
別
）
か
ら
集
ま
っ
た
会
員
、
役

職
員
、
事
務
局
あ
わ
せ
計
24
名
が
、

６
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
腕
を
競
い

ま
し
た
。
競
技
は
、
多
彩
な
18
ホ

ー
ル
で
行
な
わ
れ
、
好
プ
レ
ー
や

難
易
度
の
高
い
コ
ー
ス
に
苦
労
す

る
場
面
も
見
受
け
ら
れ
る
中
、
個

人
戦
で
優
勝
し
た
の
は
、
菱
沼
和

也
さ
ん
（
鶴
居
）、
団
体
戦
は
鶴

居
Ｂ
チ
ー
ム
（
増
田
慶
一
さ
ん
、

菱
沼
岩
男
さ
ん
、
菱
沼
和
也
さ
ん
、

西
村
隆
志
営
農
課
長
）
が
み
ご
と

優
勝
し
ま
し
た
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
終
了
後
に

は
懇
親
会
が
行
な
わ
れ
、
焼
肉
を

食
べ
な
が
ら
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

5



釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより

〜
育
成
牛
の
管
理
を
見
直
す
〜

「
我
が
家
の
出
荷
乳
量
が
足
り
な
い
、

ど
う
し
て
か
？
」
と
お
考
え
に
な
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
「
牛
を
増
や
そ

う
か
」
と
決
め
る
前
に
、
育
成
牛
の
管

理
に
問
題
が
な
い
か
確
認
し
て
み
ま
し

ょ
う
。

左
図
は
あ
る
農
場
（
Ａ
農
場
）
の
初

産
分
娩
月
齢
の
分
布
を
示
し
て
い
ま
す
。

平
均
は
二
十
七
个
月
齢
と
遅
く
、
二
十

六
ケ
月
齢
以
上
の
割
合
は
七
割
以
上
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
現
状
把
握
す
る
た

め
に
は
、
育
成
牛
の
体
格
調
査
を
行
う

こ
と
で
す
。

体
重
・
体
高
を
計
る
こ
と
で
「
発
育

は
ど
の
月
齢
で
標
準
に
比
べ
て
悪
い

か
」
が
わ
か
り
ま
す
。

「
改
善
事
例
の
紹
介
」

Ａ
農
場
で
は
体
重
・
体
高
を
計
っ
た

と
こ
ろ
標
準
値
よ
り
低
く
な
り
が
ち
で

し
た
（
図
２
）。
そ
こ
で
三
つ
の
こ
と

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

①
離
乳
後
～
七
个
月
齢
牛
群
を
離
乳

後
～
四
个
月
齢
と
五
ケ
月
齢
～
七
个
月

齢
に
分
け
る
。
そ
し
て
Ｄ
型
ハ
ウ
ス
を

造
設
し
て
１
頭
当
た
り
の
広
さ
を
確
保

す
る
。

②
離
乳
後
～
四
个
月
齢
群
に
は
ア
ル

フ
ア
ル
フ
ア
乾
草
を
与
え
る
こ
と
で
タ

ン
パ
ク
質
も
補
給
す
る

③
五
ケ
月
齢
以
上
に
グ
ラ
ス
サ
イ
レ

ー
ジ
を
給
与
す
る
こ
と
で
乾
物
摂
取
量

を
増
加
さ
せ
る
。

そ
の
結
果
、
半
年
前
に
比
較
し
て
授

精
前
牛
群
の
平
均
体
重
は
二
十
六
㎏
、

体
高
で
二
・
二
㎝
高
く
な
つ
て
い
ま
す

（
図
３　

〇
印
）。

そ
の
後
Ａ
農
場
で
は
、
ほ
場
作
業
で

忙
し
い
時
期
も
こ
れ
ら
の
作
業
を
継
続

し
ま
し
た
。
改
善
に
取
り
組
ん
で
二
年

経
た
な
い
う
ち
に
初
産
分
娩
月
齢
は
早

ま
り
ま
し
た
。（
二
十
六
ケ
月
齢
以
上

分
娩
は
平
成
二
四
年
で
二
十
五
％
に
減

少
）
ま
た
、
育
成
管
理
の
改
善
さ
れ
た

初
産
牛
達
は
能
力
を
発
揮
し
始
め
て
い

ま
す
（
図
４
）。

皆
さ
ん
も
、
こ
の
冬
か
ら
、「
我
が

家
の
育
成
牛
」
の
発
育
改
善
に
取
り
組

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

初
産
牛
の
能
力
を

発
揮
さ
せ
よ
う

図２　改善前の育成牛体重・体高測定結果

図3　改善後の育成牛体重・体高測定結果

図4　Ａ農場の305日間乳量の推移（乳検）

写真１　体格調査の様子

図１　初産分娩月齢の分布（Ａ農場）
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■
編
集
発
行—

釧
路
丹
頂
農
業
協
同
組
合
管
理
部
管
理
課

̶
V
O
L
・
₆2̶
平
成
24
年
₁₁
月
発
行

■
印
刷
　
白
糠
印
刷
㈱

編 集 後 記
EDITOR’S—NOTE

□  今年度の全国統一防火標語は、「火のしまつ 君がしなくて 誰がする」です。毎年、春
３月と秋11月に火災予防運動が全国的に実施されております。火災の多い季節となり
ますので、防火対策を実施し、火や電気の取り扱いには十分注意しましょう。

□  根釧牛乳のＰＲに登場している「コツコツミルク」は、大変効果的な飲物で、食品中
のカルシウム吸収率は、牛乳製品が40 ～ 50％、魚類は30％、野菜は20％程度ですが、
牛乳と酢をあわせることでカルシウム吸収率がさらに上がります。今後とも皆さんで、
牛乳消費拡大に努めてまいりましょう‼ 

■平成24年度 　生乳生産実績（10月）
月計乳量（kg） 10月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

釧 路 丹 頂 農 協 ₈，₂₃₈，₈１₃．₈ １０１．₂ ₅₈，₉₃₄，₈₇₇．０ １０１．₂
（鶴居地区） ₂，₈₃₂，₄₅１．₈ １０₃．０ ₂０，１₃₈，₇₂₂．１ １０₄．₈
（幌呂地区） ₂，１₂０，₆₅０．₂ ₉₇．₄ １₅，₂１₃，₉１₇．₄ ₉₇．₆
（白糠地区） １，₈₅₉，₄₅₄．₄ ₉₉．₉ １₃，₄０₃，₇₂０．₅ ₉₇．₆
（音別地区） １，₄₂₆，₂₅₇．₄ １０₅．０ １０，１₇₈，₅１₇．０ １０₅．０

管 内 計 ₄₄，₉１₂，₅₇₅．₃ １０₂．₈ ₃１₇，０₇₆，１₄₂．₂ １０１．₃
（前年度管内計） ₄₃，₇０₉，１₉０．₈ ₃１₃，０₄₉，₂００．₉

家畜販売市況情報 
乳　牛  24年11月１日現在

□予想相場 （単位：千円）

種　別　
　規　格

登　　録　　牛
上 中

育成（８～ 12 ヶ月） ３００　　　～　　　２５０
初　　　　妊 ５５０～５１０ ５１０～４７０

経
産

２ 産 ～ ３ 産 ３５０　　　～　　　３００
４ 産 ～ ５ 産 ３００　　　～　　　２５０

初生とく  24年11月12日現在

初
生
と
く

規　　格 単　　価

６１㎏ ～ ７０㎏ 都度協議

４５㎏ ～ ６０㎏ ７００円/㎏

４０㎏ ～ ４４㎏ ６００円/㎏
（提供／ホクレン釧路支所）

黒毛和種 24年10月16日音更市場 （価格：円・体重：㎏）

畜種 性別 成立頭数 最高価格 最低価格 平均価格 平均体重 体重単価

肉
素

メス 737頭 542,850 113,400 341,096 290 1,176 
去勢 966頭 614,250 67,200 428,396 310 1,383 

（提供／ホクレン帯広支所）

理　事　会　報　告
10月定例理事会　平成24年10月29日（月）

報告事項 
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．９月末財務状況について
４．事業の実施処理状況について
５．経営定期点検の実施結果について
付議事項 
議案第１号　—平成24年度営農振興資金の貸出条件の設定

について

議案第２号　—大口信用供与先に対する融資の承認につい
て

※以上全件原案通り承認されました。
その他協議事項 
１．秋季地区別懇談会における意見・要望等について
２．固定資産（土地）の処分について

10月号の１頁、北海道ホルスタイン ナショナルショウ当ＪＡ出品者成績表の中で、一ヶ所間違
いがございました。お詫び申し上げますとともに、改めて訂正させて頂きます。
　　４部・出品者（地区）→（誤）㈲敬和ファーム（鶴居）　（正）㈲菱沼ファーム（鶴居）

お詫びと訂正

辞令発令 氏　　　名 異　　動　　後 異　　動　　前

平成24年

11月1日付

菊 地 哲 男 購買部 生活課長 管理部付 釧路西部JA生乳共同検査 運営協議会出向

政 木 春 実 管理部付 釧路西部JA生乳共同検査 運営協議会出向 購買部　生活課長


